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②
遊
休
地
等
の
売
却
に
つ
い
て

は
、
主
に
未
利
用
地
の
処
分
や
貸

付
け
を
進
め
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

平
成
十
八
年
度
は
農
林
水
産
省
統

計
事
務
所
跡
地
を
約
千
八
百
万
円
、

用
途
廃
止
さ
れ
た
道
路
敷
等
を
約

七
百
二
十
万
円
で
処
分
し
た
。
現

在
処
分
可
能
な
未
利
用
地
は
旧
消

防
本
部
、
旧
商
工
会
館
、
旧
し
尿

処
理
場
等
で
あ
る
が
、
更
地
に
す

る
の
に
多
額
の
費
用
を
要
し
、
直

ち
に
処
分
で
き
な
い
状
況
に
あ
る

も
の
の
、
今
後
は
既
存
建
物
が
つ

い
た
ま
ま
で
の
売
り
渡
し
も
視
野

に
入
れ
て
い
き
た
い
。

　

③
職
員
の
削
減
に
つ
い
て
は
、

第
四
次
羽
生
市
行
政
改
革
大
綱
集

中
改
革
プ
ラ
ン
で
、
職
員
の
四
百

名
体
制
を
平
成
二
十
二
年
四
月
の

目
標
数
値
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
十
六
年
当
時
の
職
員
数
は
四

百
六
十
五
名
、
こ
れ
が
平
成
十
九

年
四
月
は
、
一
年
前
倒
し
で
四
百

二
十
名
を
達
成
す
る
見
込
み
で
あ

る
。
向
こ
う
三
年
間
の
定
年
退
職

者
は
約
四
十
名
、
こ
の
間
二
十
名

以
上
の
新
規
採
用
を
図
れ
る
こ
と

と
な
る
が
、
今
後
の
採
用
に
当

た
っ
て
は
、
制
度
上
必
要
な
有
資

格
者
、
専
門
職
等
を
中
心
に
行

な
っ
て
ま
い
り
た
い
。
財
政
的
に

厳
し
い
状
況
で
あ
っ
て
も
、
行
政

の
目
的
で
あ
る
市
民
本
位
の
よ
り

良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
常
に
念

頭
に
置
い
て
い
き
た
い
。

○
議
案
第
一
号　

平
成
十
九
年
度

羽
生
市
一
般
会
計
予
算

・
質
疑　

本
年
度
市
庁
舎
と
市
民

プ
ラ
ザ
に
証
明
書
の
自
動
交
付
機

が
各
一
台
ず
つ
設
置
さ
れ
る
が
、

そ
の
理
由
は
何
か
。
ま
た
、
市
民

プ
ラ
ザ
の
既
存
の
自
動
交
付
機
の

こ
れ
ま
で
の
実
績
は
ど
の
よ
う
か
。

・
答
弁　
（
企
画
財
政
部
長
）

　

今
回
の
自
動
交
付
機
の
設
置
は
、

電
算
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
当
た
り
、

新
シ
ス
テ
ム
に
適
応
す
る
よ
う
実

施
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

市
役
所
ホ
ー
ル
内
へ
増
設
す
る

理
由
は
、
月
初
め
や
月
末
、
週
初

め
や
週
末
に
、
証
明
や
届
け
出
関

係
で
多
く
の
市
民
が
来
庁
す
る
た

め
、
他
の
部
や
課
か
ら
経
験
の
あ

る
職
員
の
応
援
態
勢
を
組
ん
で
い

る
が
、
そ
れ
で
も
依
然
待
ち
時
間

が
長
く
、
苦
情
が
発
生
す
る
た
め
、

自
動
交
付
機
の
設
置
に
よ
っ
て
、

待
ち
時
間
の
短
縮
を
図
る
ね
ら
い

が
あ
る
。

　

既
存
の
自
動
交
付
機
の
交
付
実

績
は
、
平
成
十
六
年
度
は
、
住
民

票
八
百
三
十
七
件
、
印
鑑
登
録
証

明
千
四
百
十
六
件
、
税
証
明
七
十

五
件
、
平
成
十
七
年
度
は
、
住
民

票
九
百
一
件
、
印
鑑
登
録
証
明
千

四
百
八
十
五
件
、
税
証
明
九
十
五

件
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
市
民
カ
ー
ド
を
普
及
さ
せ
、

更
な
る
改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

○
議
案
第
十
七
号　

羽
生
市
監
査

委
員
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例・
質
疑　

今
回
の
地
方
自
治
法
改

正
に
伴
う
同
議
案
は
、
監
査
委
員

の
増
加
と
こ
れ
か
ら
の
監
査
業
務

の
拡
充
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
た
も
の
か
。

・
答
弁　
（
総
務
部
長
）

　

当
市
の
監
査
委
員
の
定
数
の
決

定
に
あ
た
っ
て
は
、
地
方
自
治
法

で
人
口
二
十
五
万
人
未
満
の
市
の

基
準
が
二
人
で
あ
る
こ
と
、
県
内

八
十
五
％
の
市
が
二
人
と
し
て
い

る
こ
と
、
そ
し
て
本
市
の
人
口
規

模
や
財
政
規
模
な
ど
を
総
合
的
に

勘
案
し
た
結
果
、
人
数
を
据
え
置

い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

・
質
問　

次
の
三
点
に
対
す
る
市

長
の
見
解
を
伺
う
。
①
行
政
経
費

の
節
減
等
、
そ
の
様
々
な
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
た
場
合
、
合

併
の
推
進
が
、
現
在
の
重
要
課
題

と
考
え
る
。
②
し
尿
処
理
場
跡
地

を
は
じ
め
と
し
た
市
所
有
の
遊
休

地
等
は
、
処
分
整
理
す
べ
き
で
あ

る
。
③
組
織
の
人
員
削
減
を
行
う

場
合
、
新
規
採
用
も
考
え
な
が
ら

人
件
費
が
適
切
か
ど
う
か
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

・
答
弁
（
市
長
）

　

①
合
併
問
題
に
つ
い
て
は
、
話

し
合
い
を
進
め
る
前
段
と
し
て
お

互
い
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が

最
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
就

任
以
来
、
加
須
市
と
は
東
武
鉄
道

へ
の
陳
情
等
、
機
会
あ
る
ご
と
に

行
動
を
共
に
し
、
信
頼
感
の
醸
成

に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
前
回
の

合
併
協
議
の
際
、
本
市
の
財
政
状

況
が
問
題
の
一
因
と
さ
れ
た
が
、

財
政
の
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
化
し
、
話
し
合
い
を
進
め

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

羽
生
市
の
財
政
再
建

　
　
　
　
　

へ
の
提
案

岡
戸　
　

稔
議
員
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議
案
に
対
す
る
質
疑

峯　

順
三
議
員

斉
藤　

隆
議
員
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